
今年も“ちひろカレンダー”の普

及活動が始まりました。

１２月までの２ヶ月間です。

今年は、戦後70年、被爆70年で

す。 安倍政権は、この年に戦争す

る国づくりのため戦争法を強行成立

させました。これに多くの人がこの

暴走に怒りを広げ、改めて戦争と平

和、核兵器、愛と民主主義について

考える人が増えています。

こんなときだからこそ、いわさき

ちひろさんの「優しく透明な絵に込

められた子どもへの限りない愛」

「1枚の絵に命の大切さ、平和への

思い」が注目されちひろカレンダー

の新たなファンが増えています。

「子どもへの限りない愛」は、い

ま私たちに求められているもっとも

大事なもののひとつです。 今、ち

ひろカレンダーを多くの人、若い世

代に広げ、新しい“ちひろファン”

をたくさんつくりませんか。

これまでのファンのみなさん、回

りの人に広げてくださるようお願い

します。

平和と子どものしあわせのために。

親子３代のファンです。母が、ちひろさんの絵が好

きで、絵本をよく読んでくれました。母は、整理好き

なのに、ちひろさんの絵が表紙の雑誌『子どものしあ

わせ』は捨てられないと言っていました。

私の『サラダ記念日』には、こんな歌もあります。

二階から見る母の傘ぽっと赤

いわさきちひろの絵になっている

ちひろさんの絵には、技術だけじゃない子どもへの

愛情を感じます。自分が子どもを産んでからは、ちひ

ろさんが赤ちゃんを、生後何ヶ月か、違いを描き分け

ていると納得しました。

私の一番のお気に入りは『りゅう

のなみだ』です。息子にも、いろい

ろ読んでやりました。すると息子は、

絵本の人物としゃべるんです。竜に

話しかけていましたね。

『戦火のなかの子どもたち』も印

象深く、子どもの表情に胸がしめつ

けられます。

歌人 俵 万智さん

（しんぶん 赤 旗 日曜版(２０１５年５月３１日号)よ

たわら・まち＝1962年生まれ。87年、第一歌集『サラダ記念日』がベスト

セラーに。翌年、現代歌人協会賞を受賞。近著に『旅の人、島の人』など
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